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歯ブラシやマウスウォッシュを活用した毎日の口腔ケアで 

院内肺炎、菌血症、尿路感染症の発症率が 

それぞれ約 43％、約 62％、約 20％低下 

「患者自身が参加し続けられる新たなオーラルケアの仕組み」 
「感染症予防から医療費削減の可能性へ」 

 
 

 

国立大学法人広島大学とマウスウォッシュ「リステリン®」を展開する Kenvue（JNTL コンシューマーヘルス株式会社、以下：Kenvue）

は、2026 年 9 月 8 日（火）、広島大学 霞キャンパスにて、入院患者約 5,000 人を対象とした「セルフオーラルケア」による感染症予

防の研究成果発表会を開催いたしました。 

 

本イベントの冒頭は、広島大学病院 安達伸生 病院長が登壇し、「当院は、高度急性期医療を担う大学病院として、治療そのものだ

けではなく、入院中の合併症を防ぎ、患者さんがより良い状態で退院できる環境を作ることも重要な役割だと考えています」と述べた後、そ

の使命を果たすべく、医科歯科連携を基盤として生まれた本研究について「約 5,000 人規模で検証した今回の研究は、患者参加型の

感染症予防という観点で今後の医療に新しい可能性を示すものです」と説明しました。 

 

続けて、谷本幸太郎 主席副病院長が、「当院で 2010 年に医科歯科連携を開始した当時は、月 10 名未満だった紹介患者数が

16 年以上の継続を経て、現在は月 350 名を超えています。これは、当院の医療者が、全身の治療の中で口腔を診る、という考え方を

共有するようになった結果だと考えています」と、現在までの医科歯科連携の歩みを伝えた上で、現状についても「周術期口腔機能管理

の診療実績においても、当院は全国の国立大学病院の中で非常に高い水準にあります」と、今回のような病院全体を対象とした大規模

研究において、長年の医科歯科連携の基盤が重要であったことを、改めて説明しました。 

 

続いて、柿本直也 歯学部長より、本取り組みの狙いと導入背景について説明がなされました。柿本氏は、まず医科歯科連携が目指す

ものとして「全身治療を支えるために口腔管理を行い、さらに、口腔の大切さを患者さん自身にも理解していただく。そして、自分に合った

口腔管理の方法を身につけ、退院後もセルフケアを継続することに加えて、地域の歯科医療につなげていく。私たちが目指しているのは、こ

うした流れから実現する、口腔から健康を、という医療です」とコメント。そして、研究の背景に関しては「参考になったのは、米国で 2013 年

に始まった、看護師が患者さんの口腔ケアを行う、院内感染予防プログラム『HAPPEN（Hospital Acquired Pneumonia Prevention 

by Engaging Nurses）』です。まず看護師に口腔ケアの重要性や方法を教育し、看護師が患者さんに口腔ケアを行うことで、院内肺炎が

37％減少したというデータがあります。これを日本の入院医療に合う形に発展できないかと考えました。そこで Kenvue に協力を仰ぎ、海外事

例や知見を共有いただきながら、教育の対象を医療者から患者さん自身へと移し、患者参加型のオーラルケアとして入院医療の中で検証する

ことにしました」と述べました。 

 

 

広島大学と協力した、入院患者約 5,000 人を対象とした「セルフオーラルケア」研究成果発表会 



 

 

 

そして研究の詳細と成果については、今回の研究を主導した、口腔総合診療科 西裕美 診療講師より伝えられました。研究の詳細につい

て、「今回の研究対象は、1 週間以上入院する 20 歳以上の方であり、ご自身で口腔ケアができる患者さんでした。入院初日に歯科が病室

を訪問し、口の状態を診察した上で、その方に必要なセルフケアの方法を説明いたしました。さらに、歯ブラシやマウスウォッシュ、そして口腔ケア

の有効性などが記載されたパンフレットをセットにしてお渡ししました。この流れが実際に 5 分から 10 分程度の時間です。ポイントは、入院初日

に方法とアイテムを整え、その後は患者さん自身に続けていただくことです」と述べ、約9 か月間の取り組みで、約5,400 名の病室を訪問し、そ

のうち 4,893 名の患者さんにプログラムを実施したことを明かしました。 

 

研究の結果については、前年同期群と比較し、院内肺炎の発症率が相対的に約 43％、菌血症は約 62％低下したことを報告。さらに、こ

れまで関連性が注目されていなかった尿路感染症についても発症率が相対的に約 20％低下するという結果が得られた功績も発表。また、西

氏は、本研究において新規制のあるポイントが 2 つあると話し、詳細に関して「これまでの医療者による口腔ケアに加えて患者さん自身が参加

し続けられる仕組みを作った点と、評価する感染症の範囲を肺炎だけでなく菌血症や尿路感染症まで広げた点が今回の研究の新しいポイン

トです」と述べました。さらに、今後の展望に関しても「今後は他施設での再現性や医療費・入院期間への影響も検証し、患者さんの健康を守

るだけでなく限られた医療資源をより有効に活用できるかを明らかにしながら、『口腔から健康へ』つながる医療を社会へ広げていきたいです」と、

日本の医療貢献への想いを語りました。 

 

また、Kenvue メディカルアフェアーズ ディレクター 黒川弘規は、産学連携による研究支援とプログラムにおける役割について、「当社は

米国で蓄積された知見の共有や、マウスウォッシュを含む用品提供を通じて、本研究を支援してきました。米国では、口腔ケアが医療現

場における感染症予防に寄与する可能性を示すエビデンスが蓄積されている一方で、日本人を対象としたセルフオーラルケアのエビデンス

はまだ限られており、課題であると感じております。HAPPEN プログラムの考え方を日本で初めて導入した本研究は、マウスウォッシュを含む

セルフオーラルケアの可能性を示した大変意義深い知見であり、今後の持続可能な医療や健康づくりに貢献するものと期待しています」と

コメントし、「今後も、広島大学の先生方をはじめとする医療関係者の皆さまと連携しながら、人々のより良い健康づくりに貢献してまいりま

す」と、これからの取り組みへの意気込みも述べました。  

 

全ての発表終了後は、研究の過程や結果の詳細、具体的な口腔ケアの方法についてなど、発表内容を掘り下げる活発な質疑応答

が行われ、盛会のうちに幕を閉じました。  

 

両者は今後も、口腔ケアを通じた全身の健康維持と、持続可能な医療環境の実現に向けて貢献してまいります。 
 
＜質疑応答＞ 

Q、歯ブラシだけでなくマウスウォッシュを取り入れたことで、オーラルケアの達成度や仕上がりに差は出ましたか？ 

A、西裕美 診療講師） 

オーラルケアに歯ブラシだけを使用した方とマウスウォッシュも加えた方の比較は、今回の研究では実施していません。ただ、口腔にはバイオ

フィルムといって菌の塊のようなものがあり、そのバイオフィルムをしっかりと破壊するためには、まず歯ブラシで機械的に菌を削ぎ落とし、プラス

してマウスウォッシュで化学的にも殺菌・洗浄する。「メカニカル」+「ケミカル」という 2 種類がより効果的ではないかと感じています。 

 

Q、今回のプログラムを実施した対象者はどのような方ですか？ 

A、西裕美 診療講師） 

20 歳以上の方を対象としましたが、全体の比率としては、ご高齢の方が比較的多かったです。70 歳代、80 歳代が多く、一番ご高齢の

方は 101 歳の方がおられました。医師ではなく「ご自身で」オーラルケアができる方という基準で、対象とさせていただきました。 

 

Q、「患者さんに合った口腔ケア」とは具体的にどのようなものですか？ 

A、西裕美 診療講師） 

磨き残しがある部分を重点的に磨いていただく、入れ歯を入れている方はその入れ歯の洗浄具合を見てどうケアしたらいいかを伝える、歯

だけではなくて舌の上のケアの仕方、などです。また、口からご飯を食べられていない方は、口の中がかなり乾いている状態になるので、少し

保湿をして細菌を流しやすくするなど、その方の口腔内の状態に合うケアの方法を、個別で指導させていただきました。 

 

Q、他施設でも今回のプログラムは実施していますか？ 

A、西裕美 診療講師） 

医療者が行う口腔ケアの効果は多くの病院施設で実施されており、研究報告もございますが、患者さんご自身で口腔ケアできる仕組みを

整えた上での研究は、知る限りでは広島大学が初めてだと思っております。今回の研究の成果を知った他大学の歯学部の先生方が、他

の病院でも患者さん自身で行うオーラルケアの取り組みを実施してくださっており、同じような効果が見られることを期待しております。 

  



 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

本イベントのオフィシャル画像や資料は下記よりダウンロード可能です。 
素材は報道目的以外にご使用にならないようお願いたします。 

 
URL：https://x.gd/bWjn4 

 

 

■ 開催概要 

発 表 会 名： 入院患者約 5,000 人を対象とした「セルフオーラルケア」による感染症予防 研究成果発表会 

日    時： 2026 年 9 月 8 日（火）11:00〜12:00（報道受付 10:30） 

開 催 場 所： 広島大学 霞キャンパス 歯学部大会議室 207 (〒734-8551 広島県広島市南区霞 1 丁目 2-3 2F)  

登 壇 者： 広島大学病院  安達 伸生 病院長 

広島大学病院 谷本 幸太郎 主席副病院長  

広島大学病院 柿本 直也 歯学部長 

広島大学病院 口腔総合診療科  西 裕美 診療講師 

Kenvue（JNTL コンシューマーヘルス株式会社） メディカルアフェアーズ ディレクター 黒川 弘規 

 

 

 

◼︎ 提供したオーラルケアキット 

◼︎ 配布したパンフレットの内容 



 

 

 

■ 広島大学病院について 

広島大学病院は、1945 年に設立された広島県立医学専門学校および附属病院をルーツとし、

2003 年に医学部附属病院と歯学部附属病院が統合され、現在の「広島大学病院」となりました。

国内でも有数の医科歯科を連携病院として、「全人的医療の実践」「優れた医療人の育成」「新し

い医療の探求」を理念に掲げています。歯科部門では、地域の歯科医療提供体制の拠点として、乳

幼児期から高齢期まですべてのライフステージに対応し、標準的な歯科治療に加えて、口腔健康

科、歯周診療科、口腔インプラント診療科、顎・口腔外科など、あらゆる専門的な治療に対応してい

ます。 

公式 HP：https://www.hiroshima-u.ac.jp/hosp 

 

 

■ Kenvue について 

Kenvueは、世界最大級の売上高を有するコンシューマービジネス専業カンパニーです。 Aveeno®、

BAND-AID®、Johnson's®、Listerine®、Neutrogena®、Tylenol®といった私たちの象徴

的なブランドは、100 年以上の歴史を礎に、 サイエンスに裏付けられています。Kenvue は、日々のケ

アがもたらす驚くべき力を信じています。私たちは、その力を生活者の手に届けるとともに、暮らしの中で

かけがえのない存在になるよう日々取り組んでいます。 

Kenvue（ケンビュー）WEB サイト https://www.kenvue.com/ja-jp/locations/japan/   

 

 

本件に関するお問い合わせ先 
広島大学×リステリン PR 事務局（株式会社サニーサイドアップ.内） 

携帯：竹内（070-1516-6032）、齋藤、野上、増子 
E-mail：hirodai_listerine@ssu.co.jp 

  

https://www.hiroshima-u.ac.jp/hosp
https://www.kenvue.com/ja-jp/locations/japan/

